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応
対
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

節
目
と
な
る

回
目
を

人
が
競
う

ヤプリ

ノ
ー
コ
ー
ド
の
Ｃ
Ｒ
Ｍ
を
開
発

ア
プ
リ
起
点
で
顧
客
体
験
向
上
へ

大京
マンション各戸の専用宅配ボックス

Ｙｐｅｒ
配送ロボットの実験に着手

ヤマト運輸
２自治体とドローンの医薬品輸送

コ
ン
テ
キ
ス
ト
解
析
で
差
別
化

記
事〝
巡
回
〟で
精
度
向
上
図
る

相
鉄
線
沿
線
施
設
　

に
宅
配
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置

　
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
の
生
鮮
Ｅ
Ｃ

故
小
島
会
長
の
　

お
別
れ
の
会
開
催

東
京
ア
ド
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優
勝
の
デ
ィ
ー
・
キ
ュ
ー

ビ
ッ
ク
の
星
野
さ
ん
㊧
と

ト
レ
ー
ナ
ー
の
徳
永
さ
ん

　マンション分譲の大京は月日、分譲マン
ションの各戸の玄関に設置する居住者専用の宅
配ボックス「ライオンズスマートボックス」を
開発したと発表した。フルタイムシステムと共
同開発したもので、同社の提携事業者が専用Ｉ
Ｃカードを使用して玄関先まで配達物を届ける
ため自宅玄関で荷物の取り出しが可能。月に
着工した東京・葛飾区のマンションで初導入す
る。
　新たな宅配ボックスは３つの収納スペースを
用意。うち、２つの収納スペースはクリーング
や食品など種類の異なる荷物に対応できるよう
にしている。最上段は停電時にも解錠できる防
災備蓄品専用の収納スペースとし、在宅避難時
用となる。
　ボックスの解錠は暗証番号や専用ＩＣカード
が必要。「置き配」での盗難や雨濡れなどを防
げるようにしている。ボックスに入り切らない
ゴルフバックなどの大型荷物はマンションのエ
ントランスに設置した宅配ボックスで受けとれ
るという。

　置き配バッグ「ＯＫＩＰＰＡ（オキッパ）」
を提供するＹｐｅｒ（＝イーパー）は月日、
広島県の北広島町で自社開発の自律走行ロボッ
ト「ＬＯＭＢＹ（ロンビー）」によるラストワ
ンマイル配送の実証実験を開始した。イーパー
による配送ロボットの事業の第１弾となるプロ
ジェクトで、宅配便と生鮮品の混載配送を５日
間にわたり実施し検証する。実験では配送ロボ
ットの性能検証に加え、中山間地域での物流の
利便性を確保し、配送ロボットを新たな買い物
支援として運用するための収益モデルも検証す
る。
　実証実験は北広島町の役場本町、コムズが運
営するショッピングセンター「サンクス」周辺
をフィールドとして実施。ロンビーを既存シス

テムと融合してラストワンマイル配送に活用し、様々な
のを自動で混載配送する。走行区間はサンクス搬入口か
ら役場本町正面玄関までで、片道約㍍を往復走行す
る。実験回数は１日４便。
　ロンビーは各種センターの情報を統合して最適な配達
ルートを自律走行する自動配送ロボットという。宅配便
と生鮮品などの自動混載機能が特徴で、離れた複数地点
に設置したステーションにあるボックス間配送の完全自
動化を実現しているとしている。なお、サイズは縦
×横×高さ㌢㍍。

　ヤマト運輸は月日、ドローンを活用した医薬品輸
送の実現可能性を検証する連携協定を岡山県和気町、徳
島県那珂町の両自治体を締結した。処方薬の受け取りは
現状、調剤薬局などに直接取りに行くケースが多く、高
齢化が進み山岳部や地方を中心に配送に対する要望が高
まることを想定。社会課題である地域医療体制の維持や
地域間格差の解消、個別医療へのさらなる進展に物流を
通じて持続的に貢献することを目指す。
　今回の連携協定では、物流拠点から病院や調剤薬局ま
での拠点間輸送に加え、処方薬やスペシャリティ医薬な
ども視野に入れたドローンによる個人宅への配送の実証
実験を行う。実証実験は和気町が月下旬をに、那珂町
では年度内を予定している。

　
Ｐ
ｏ
ｐ
Ｉ
ｎ
（
＝
ポ

ッ
プ
イ
ン
、
東
京
都
港

区
）
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関

連
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
配

信
」
に
よ
り
、
関
心
層

に
対
し
、
広
告
主
が
効

率
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
強

み
と
す
る
コ
ン
テ
キ
ス

ト
解
析
技
術
を
活
か

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
心
層

へ
の
到
達
の
精
度
を
高

め
て
い
く
。◇

　
キ
ー
ワ
ー
ド
配
信
を

強
化
す
る
背
景
に
は
、

サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
Ｃ

ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｅ
の
規
制
に

よ
る
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
広
告
に
影
響
が
で
る

こ
と
が
あ
る
。
従
来
の

〝
一
斉
配
信
型
〟で
は
、

広
告
主
は
顧
客
接
点
を

築
き
に
く
い
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
配
信
で

は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
」「
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
」「
エ
シ
カ

ル
」「
環
境
保
全
」な
ど
、

ポ
ッ
プ
イ
ン
が
あ
ら
か

じ
め
設
定
し
た
キ
ー
ワ

ー
ド
と
マ
ッ
チ
す
る
記

事
に
広
告
配
信
で
き

る
。広
告
主
の
要
望
に

応
じ
、例
え
ば「
カ
ー
ボ

ン
」「
オ
フ
セ
ッ
ト
」「
脱

酸
素
」な
ど
の
キ
ー
ワ

ー
ド
も
追
加
選
定
で
き

る
（
＝
表
）
。
他
の
ア

ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
提
供

事
業
者
と
の
差
別
化

は
、
強
み
と
す
る
コ
ン

テ
キ
ス
ト
解
析
に
関
す

る
技
術
を
活
か
す
。

◇

　
ポ
ッ
プ
イ
ン
は
２
０

０
８
年
、
も
と
も
と
は

「
サ
イ
ト
内
検
索
」
の

技
術
を
提
供
す
る
会
社

と
し
て
、
東
大
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
向
け
投
資
フ
ァ

ン
ド
制
度
を
使
い
、
程

涛
氏
が
修
士
在
学
中
に

創
業
し
た
。
こ
の
た
め

サ
イ
ト
内
検
索
の
精
度

を
担
保
す
る
自
然
言
語

処
理
に
強
み
が
あ
っ

た
。

　
ア
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
提
供
で
は
、
こ
の
技

術
を
活
か
し
、
記
事
の

読
了
率
を
計
測
す
る
技

術
「
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
（
リ
ー

ド
）
」
機
能
を
開
発
。

２
０
１
５
年
に
日
本
と

韓
国
で
特
許
を
取
得
し

て
い
る
。

　「
リ
ー
ド
」は
、ユ
ー

ザ
ー
が
サ
イ
ト
を
開
い

た
時
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の

始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま

で
を
確
定
。
掲
載
さ
れ

て
い
る
テ
キ
ス
ト
や
画

像
を
判
別
す
る
。
日
本

人
が
１
分
間
に
読
ん
で

理
解
す
る
文
字
数
の
限

界
は
４
０
０
～
６
０
０

字
と
さ
れ
て
お
り
、
滞

在
・
表
示
時
間
な
ど
か

ら
読
了
状
況
を
評
価
す

る
。こ
の
機
能
は
、ア
ド

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

広
告
配
信
先
の
媒
体
社

に
提
供
。
媒
体
社
は
記

事
の
読
了
状
況
を
分
析

し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
の
改

善
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
開
発
背
景
に
は
、
当

時
、
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア

に
「
Ｐ
Ｖ
至
上
主
義
」

が
蔓
延
し
て
い
た
こ
と

が
あ
る
。
イ
ン
パ
ク
ト

重
視
で
中
身
の
薄
い
コ

ン
テ
ン
ツ
が
氾
濫
す
る

中
、
ユ
ー
ザ
ー
が
ど
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
ど
の
程

度
見
て
い
る
か
、
流
し

見
か
熟
読
層
で
あ
る
か

な
ど
適
切
に
判
断
し
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
価
値
向

上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
狙

い
が
あ
っ

た
。
キ
ー
ワ

ー
ド
配
信
で

も
、
「
リ
ー

ド
」
に
採
用

し
て
い
る
コ

ン
テ
キ
ス
ト

解
析
技
術
を

活
か
し
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
関
心

層
に
着
実
に

到
達
す
る
よ

う
精
度
を
高

め
る
。◇

　「
リ
ー
ド
」

機
能
に
は
、

読
了
状
況
の
評
価
と
同

時
に
記
事
内
容
の
ク
ロ

ー
リ
ン
グ
（
巡
回
）
を

行
う
機
能
が
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
ど
の
よ
う

な
キ
ー
ワ
ー
ド
、
文
脈

で
書
か
れ
た
コ
ン
テ
ン

ツ
で
あ
る
か
を
判
断
で

き
る
。
単
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
関
連
の
ワ
ー
ド
」
を

含
む
記
事
に
対
し
て
広

告
を
配
信
す
る
の
で
は

な
く
、
ポ
ッ
プ
イ
ン
が

そ
の
記
事
内
容
の
〝
深

さ
〟
も
独
自
に
解
析
し

て
重
み
づ
け
を
行
い
広

告
効
率
の
精
度
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　
た
だ
、
「
キ
ー
ワ
ー

ド
配
信
」
に
は
限
界
も

あ
る
。「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

を
軸
に
配
信
先
を
選
定

す
る
シ
ン
プ
ル
な
設
計

が
ゆ
え
に
す
そ
野
が
広

く
な
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ

に
も
広
告
配
信
さ
れ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

こ
と
だ
。
　（
つ
づ
く
）

　
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
（
東
京

都
渋
谷
区
）は

月

日
、

展
開
す
る
生
鮮
品
Ｅ
Ｃ

「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
マ
ー

ト
」
の
専
用
生
鮮
宅
配
ボ

ッ
ク
ス
「
マ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
神
奈
川
県
の

横
浜
市
内
と
海
老
名
市
内

の
商
業
施
設
に
設
置
し

た
。
相
鉄
グ
ル
ー
プ
で
商

業
施
設
の
管
理
運
営
を
行

う
相
鉄
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
連
携
し
て
実
施
す
る

相
鉄
線
沿
線
地
域
の
活
性

化
策
の
一
環
。

　
「
マ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
新
た
に
設
置
し
た

の
は
神
奈
川
市
内
を
走
る

相
鉄
線
の
二
俣
川
駅
に
隣

接
す
る
商
業
施
設
「
ジ
ョ

イ
ナ
ス
テ
ラ
ス
二
俣
川
」

と
同
じ
く
相
鉄
線
の
三
ツ

境
駅
、
さ
が
み
野
駅
、
南

ま
き
が
原
駅
、
い
ず
み
野

駅
、
い
ず
み
中
央
駅
に
隣

接
す
る
商
業
施
設
「
相
鉄

ラ
イ
フ
」
の
６
カ
所
。
緑

園
都
市
駅
お
よ
び
や
よ
い

台
駅
の
隣
接
す
る
「
相
鉄

ラ
イ
フ
」
に
も
順
次
、
設

置
し
て
い
く
予
定
。
相
鉄

線
沿
線
の
商
業
施
設
で
は

初
設
置
と
な
る
と
い
う
。

　
ア
プ
リ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
「
ｙ
ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｉ
」

を
手
が
け
る
ヤ
プ
リ
（
東

京
都
港
区
）は

月

日
、

ノ
ー
コ
ー
ド
の
顧
客
管
理

シ
ス
テ
ム
「
Ｙ
ａ
ｐ
ｐ
ｌ

ｉ
　
Ｃ
Ｒ
Ｍ
」
の
提
供
を

始
め
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は

顧
客
行
動
に
寄
り
添
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

実
現
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
で
、
ア
プ
リ
を
起
点
に

さ
ま
ざ
ま
な
顧
客
デ
ー
タ

を
取
得
し
、顧
客
の
購
入
、

使
用
、
解
決
の
各
タ
イ
ミ

ン
グ
に
合
わ
せ
た
顧
客
体

験
を
実
現
す
る
と
し
て
い

る
。

　
同
社
に
よ
る
と
、
ア
プ

リ
の
利
用
が
一
般
的
に
な

っ
た
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル

上
で
の
顧
客
接
点
が
ア
プ

リ
か
ら
始
ま
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。
こ

れ
ま
で
Ｃ
Ｒ
Ｍ
は
導
入
企

業
側
で
用
意
し
て
も
ら
っ

て
い
た
が
、
「
ヤ
プ
リ
」

の
導
入
が
広
が
る
中
、
Ｃ

Ｒ
Ｍ
を
持
た
な
い
ケ
ー
ス

や
開
発
済
み
の
Ｃ
Ｒ
Ｍ
が

過
去
の
技
術
や
仕
組
み
で

構
築
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ

ム
で
拡
張
性
や
保
守
性
に

課
題
を
感
じ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
。

　
加
え
て
、
サ
ー
ド
パ
ー

テ
ィ
ク
ッ
キ
ー
が
２
年
後

に
は
ほ
ぼ
使
え
な
く
な
る

こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
も

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ヤ
プ
リ
で
は

顧
客
と
の
重
要
な
接
点
で

あ
る
ア
プ
リ
と
ス
ム
ー
ズ

に
連
携
し
、
シ
ン
プ
ル
で

使
い
や
す
い
Ｃ
Ｒ
Ｍ
が
不

可
欠
と
判
断
。「
ヤ
プ
リ
」

同
様
に
ノ
ー
コ
ー
ド
で
Ｃ

Ｒ
Ｍ
を
開
始
で
き
る
新
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

　
「
ヤ
プ
リ
Ｃ
Ｒ
Ｍ
」
は

Ｃ
Ｒ
Ｍ
に
必
要
な
顧
客
の

会
員
登
録
や
認
証
、
情
報

管
理
な
ど
を
オ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
で
実
現
。
従
来
の
シ

ス
テ
ム
不
要
で
ア
プ
リ
を

軸
に
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム

を
始
め
ら
れ
、
ノ
ー
コ
ー

ド
で
誰
で
も
使
え
る
管
理

画
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
素
早
く
実
行
、
分
析
で

き
る
。

　
ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
と
電
子
マ
ネ
ー
を
外
部

サ
ー
ビ
ス
連
携
な
し
で
発

行
、
管
理
可
能
な
ほ
か
、

会
員
ラ
ン
ク
別
の
ポ
イ
ン

ト
発
行
に
も
対
応
。
来
店

頻
度
や
購
買
単
価
の
向
上

を
実
現
す
る
と
い
う
。

　
加
え
て
、
顧
客
一
人
ひ

と
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合

わ
せ
た
多
彩
な
シ
ナ
リ
オ

設
計
に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ
通

知
や
ク
ー
ポ
ン
、
ポ
イ
ン

ト
付
与
な
ど
豊
富
な
機
能

を
提
供
す
る
。

　
ア
プ
リ
は
購
入
デ
ー
タ

だ
け
で
な
く
、
購
買
後
の

行
動
デ
ー
タ
も
取
得
で
き

る
た
め
、
各
種
デ
ー
タ
を

外
部
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

や
Ｍ
Ａ
な
ど
と
連
携
さ
せ

る
こ
と
で
デ
ー
タ
ド
リ
ブ

ン
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

生
か
せ
る
と
す
る
。

　
新
サ
ー
ビ
ス
は
ま
ず
、

「
ヤ
プ
リ
」
導
入
企
業
に

提
案
し
て
い
く
方
針
で
、

早
期
に
１
０
０
社
へ
の
導

入
を
目
指
す
が
、
「
今
後

１
年
は
開
発
フ
ェ
ー
ズ
」

（
庵
原
保
文
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と

し
て
お
り
、
引
き
続
き
プ

ロ
ダ
ク
ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務

を
手
が
け
る
キ
ュ
ー
ア
ン

ド
エ
ー（
東
京
都
渋
谷
区
）

は

月

日
、
同
社
と
グ

ル
ー
プ
会
社
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
応
対
品
質
を

競
う
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
た
。
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

に
関
す
る
企
画
・
提
案
を

行
う
「
ハ
ッ
ピ
ー
オ
フ
ァ

ー
株
式
会
社
」
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
顧
客
の
様
々

な
要
望
に
応
え
る
、
と
の

設
定
で
競
技
し
、
そ
の
応

対
を
競
い
合
っ
た
。
今
回

は
節
目
と
な
る

回
目
の

開
催
と
な
っ
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
キ

ュ
ー
ア
ン
ド
エ
ー
か
ら
５

人
、
デ
ィ
ー
・
キ
ュ
ー
ビ

ッ
ク
か
ら
４
人
、
ザ
ク
ア

か
ら
１
人
、
ワ
ー
ク
ス
ア

イ
デ
ィ
か
ら
１
人
の
計


人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
競
技

テ
ー
マ
は
「
幸
せ
な
人
た

ち
を
も
っ
と
幸
せ
に
出
来

ま
す
か
？
」
で
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
も
顧
客
・
ス

タ
ッ
フ
と
も
幸
せ
に
な
れ

る
明
る
い
も
の
に
設
定
し

た
。

　
実
際
の
競
技
で
は
、
子

供
の
誕
生
日
や
祖
父
の
誕

生
日
、
両
親
の
結
婚
記
念

日
、
退
院
祝
い
な
ど
の
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
の
イ
ベ
ン

ト
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
関
し

て
相
談
を
持
ち
掛
け
ら

れ
、
各
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

食
事
会
や
旅
行
、
写
真
撮

影
・
写
真
集
の
作
成
、
各

種
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
企

画
を
提
示
し
な
が
ら
、
顧

客
が
受
け
入
れ
て
い
く
と

い
う
や
り
取
り
を
進
め

た
。
１
回
の
応
対
だ
け
な

く
次
回
の
ア
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
取
得
す
る
ま
で
の

過
程
を
競
っ
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

は
、
デ
ィ
ー
・
キ
ュ
ー
ビ

ッ
ク
首
都
圏
第
２
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
部
の
星
野
浩
司

さ
ん
が
優
勝
を
勝
ち
取
っ

た
。
優
勝
者
の
ト
レ
ー
ナ

ー
に
贈
ら
れ
る
「
ベ
ス
ト

ト
レ
ー
ナ
ー
賞
」
は
徳
永

徹
さ
ん
。
準
優
勝
は
デ
ィ

ー
・
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
首
都

圏
第
１
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

部
の
小
宮
夏
奈
子
さ
ん

で
、デ
ィ
ー
・
キ
ュ
ー
ビ
ッ

ク
が
ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
を
果
た
し
た
。
第
３

位
は
キ
ュ
ー
ア
ン
ド
エ
ー

西
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

部
の
羽
田
な
つ
み
さ
ん
。

　
今
回
か
ら
新
設
し
た

「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
賞
」

（
そ
の
人
柄
と
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
を
体
現
す
る
演
技

を
披
露
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
に
贈
る
賞
）は
、デ
ィ
ー

・
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
西
日
本

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
の
松

尾
恵
理
子
さ
ん
が
受
賞
。

松
尾
さ
ん
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
は「
日
本
文
化
を
守

る
会
・
会
長
」だ
っ
た
。ま

た
、特
別
賞
は

回
目
を

記
念
し
第

位
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
、
キ
ュ
ー
ア
ン
ド

エ
ー
Ｎ
Ｔ
Ｔ
第
１
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
部
の
相
澤
里
美

さ
ん
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

鑑
み
、
一
部
地
域
の
拠
点

に
お
い
て
リ
モ
ー
ト
で
競

技
の
参
加
と
な
っ
た
が
、

今
回
は
全
員
が
東
京
・
品

川
駅
近
く
の
会
場
で
コ
ン

テ
ス
ト
に
参
加
し
た
。
開

催
に
当
た
り
キ
ュ
ー
ア
ン

ド
エ
ー
の
川
田

哲
男
社
長
は

「
〝
人
に
寄
り

添
う
〟
を
モ
ッ

ト
ー
と
す
る
コ

ン
タ
ク
ト
セ
ン

タ
ー
業
務
に
あ

っ
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
役
割
は
従

来
よ
り
増
え
て

い
る
と
自
負
し

て
い
る
。
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
は
名

前
を
出
さ
ず
に

声
ひ
と
つ
で
多

様
な
事
柄
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て

い
る
。
声
は
力
の
源
泉
と

考
え
る
。
舞
台
に
立
つ
皆

へ
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
す
」

と
述
べ
競
技
者
を
労
っ

た
。

　
な
お
、
コ
ン
テ
ス
ト
は

今
回
が

回
目
の
開
催
だ

っ
た
。
競
技
開
始
前
に
川

田
哲
男
社
長
や
来
賓
な
ど

が
鏡
開
き
（
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
酒
は
入
っ
て
い
な

い
）
を
行
い
、
記
念
と
な

る
開
催
の
成
功
を
祈
願
し

た
。

　
東
京
ア
ド
（
東
京
都
港

区
）
は

月

日
、
昨
年


月

に
永
眠
し
た
小
島

馨
会
長
の
お
別
れ
の
会
を

執
り
行
う
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
開
催
が
遅
れ
て
い

た
。
時
間
は

～

時
。

会
場
は
、
東
京
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ホ
テ
ル
１
階「
鳳
凰
」

（
千
代
田
区
丸
の
内
１
―

９
―
１
）
。
お
別
れ
の
会

の
院
長
は
岡
本
金
之
助
社

長
が
務
め
る
。


